
 

 

 

 

去る９月 14 日、令和４年度において、救急救命士を新たに養成するため研修所

派遣される職員に対し、消防長から選考通知書が交付されました。 

交付を受けたのは、多賀城消防署の 佐々木
さ さ き

 菜
な

月
つき

 消防士 で、８月に行いました

選考試験を経て、同じく救急救命士を希望する職員の中から選考されました。 

佐々木消防士は今後、研修所入所までに数回の学力テストを受けた後、令和４年

９月から令和５年３月までの約７か月間、「救命救命東京研修所」  八王子市）にお

いて厳しい研修生活を送り、救急救命士の資格取得を目指すことになります。 

職員一同、佐々木消防士を応援しています！ 

当組合は、平成４年に初めてとなる救急救命士を養成。以降継続して養成して

おり、現在は 38 名の職員が救急救命士の国家資格を取得しています。 

 

 

選考通知書交付後の記念撮影 左から、総務課長、次長、佐々木消防士、消防長、多賀城消防署長） 

一時的にマスク

を外して撮影し

ました。 


